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Ⅰ はじめに 

１ 点検・評価制度の概要 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）（以下「地教行法」

という。）の一部改正により、平成２０年４月から、教育委員会は、毎年、その権限に属する事

務の管理及び執行の状況について点検及び評価（以下「点検・評価」という。）を行い、その結

果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、これを公表することが義務づけられまし

た。  

また、点検・評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るこ

ととされました。 

 

２ 点検・評価の方法 

  （１）点検・評価の目的 

点検・評価は、地教行法第２６条の規定に基づき、教育委員会の会議の開催状況、事務事

業の管理及び執行の状況について点検・評価を行い、教育行政の課題や取組の方向性を明ら

かにします。 

また、結果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表することにより、住民に対し

説明責任を果たし、教育行政に対する村民の信頼性の向上を図ります。 

  

（２）点検・評価の対象 

     令和６年度の教育委員会の権限に属する事務を対象事務としています。 

 

（３）点検・評価の方法 

事業毎の目的、内容、成果等について、事務事業評価の判断基準に基づき、必要性、有効

性等により評価を行うとともに、今後の事業の方向性を示しました。 

また、点検・評価の客観性を確保するため、天栄村教育委員会評価委員の方々からご意見、

ご助言をいただきました。 

 

【評価委員会】 

 

委   員   長    川 崎 潤 一 

副 委 員 長    森   廣 志 

委     員    内 山 晴 路 

委     員    星   昇 
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Ⅱ 教育委員会の活動状況 

１ 教育委員一覧 

（令和７年３月３１日現在） 

   教   育   長   長 場 壮 夫（令和 ５年 ４月 １日就任） 

教育長職務代理者   桑 名 裕 昌（平成２６年１０月 １日委員就任） 

委      員   小 沼 由喜枝（平成２９年１０月 １日委員就任） 

委      員   小 針 良 広（令和 ６年１０月 １日委員就任） 

委      員   清 水 栄 一（平成２３年１１月２５日委員就任） 

 

２ 教育委員会の開催状況 

教育委員会会議については、原則として月１回の「定例会」のほか、必要に応じて「臨時会」 

を開催しています。 

この会議では、教育行政の運営の基本方針や教育委員会の規則の制定改廃などの審議、決定

を行うほか、教育委員会で開催する事業等について報告がされています。 

令和６年度に開催した教育委員会会議の開催状況等は、次のとおりです。 

 

定例会 議案件数 報告件数 

定例会 １２回   ９件 ３２件 

 

３ 教育委員の活動状況 

教育委員は職務上必要な知識の習得や、教育上の諸問題に対する共通認識を図るため   

会議のほか研修会への参加や、他自治体の教育委員との情報交換を行っています。 

また、入学式、卒業式、20歳のつどいなどの式典を始め、発表会などの学校行事や教育関係

機関との懇談、教育関係研究会へ出席し、子どもたちの活躍を見守りました。 

 

（主な研修会等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 期 日 開催地等 

福島県市町村教育委員会連絡協議会定期総会 5月 7日 福島テルサ 

福島県市町村教育委員会連絡協議会岩瀬支会研修会 5月 31日 

10月 31日 

ｸﾞﾗﾝｼｱ須賀川 

ほがらかん 

東北六県市町村教育委員会連合会教育委員・教育長研修会 7月 11～

12日 

山形県山形市 

市町村教育委員会連絡協議会教育委員・教育長研修会 8月 27日 ﾊﾟﾙｾいいざか 

市町村教育委員会連絡協議会県中ブロック研修会 9月 25日 ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭﾋﾙｽﾞ 
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Ⅲ 令和６年度教育委員会の基本目標及び重点施策 

１ 基本理念  

天栄村教育委員会は、すべての子どもが、かけがえのない個性ある存在として認められ、心身ともに

健やかに育ち、子どもと家庭が孤立することのないよう、学校・家庭・地域が協働して子育てを行うこ

とのできる環境づくりに努めます。 

本村の課題である少子化対策の最大の解決策として、子どもたちの将来を見据えた教育環境並びに学

習指導の充実を図り、「子どもたちが行きたい学校」、「保護者が行かせたい学校」づくりを目指すことと、

「住んでよかった村づくり」に向けた生涯学習の充実を図ることが挙げられます。そのために、「地域コ

ミュニティの活性化並びに地域との関わり」を更に重視し、天栄の強みである豊かな「ひと、もの、こ

と」との出合いを生かした教育施策の推進を図ります。 

村民一人一人が「学校を核とした地域コミュニティづくり」に参画し、子どもたちの「学校教育」・自

己の「生涯学習」を発展させていく中で自他の「教育参画意識」を高め合い、子どもの豊かな育ちを支

える村づくりを学校･家庭･地域が一体となって目指します。 

 

村はひとつ、学校はひとつ、願いはひとつ 

～地域コミュニティを核とした天栄だからできる少人数教育～ 

 

２ 基本目標  
天栄村教育委員会の基本理念の実現に向けて、学校・家庭・地域との連携による教育の充実に向けた

４本柱として、次の４つを推進し、次の時代を生きる子どもたちの生き抜く力を育成し、特色ある天栄

の教育振興を進めます。 

１ 天栄型コミュニティ・スクール 

２ 愛村心を育むふるさと教育 

３ 英語の村てんえい 

４ つなぐ教育 

 

３ 重点施策  

 天栄村基本理念を実現するために、６つの重点施策を設け、具体的な取組を掲げ、教育行政を総合的に推

進します。 

 

１ 「確かな学力」の向上 

２ 「豊かな心」と「健やかな体」の育成 

３ 学校・家庭・地域の連携による学校教育の推進 

    ４ 生涯学習の推進 

    ５ 郷土の歴史・文化の継承と活用 

    ６ スポーツ・レクリエーションの推進 

 

   この施策は、第五次天栄村総合計画、第 7次福島県総合教育計画等を踏まえ策定したものであり、実

施にあたっては、関係機関、各種団体等と連携を図るとともに、広く村民の理解と協力を得ながら、積

極的に推進いたします。 
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３ 重点施策の方向及び具現化する事業  

１ 「確かな学力」の向上 

施  策 主な取組 

◆ 健全な心身の基礎を培う幼
児教育の推進 

○指導計画の策定 

年齢や発達の過程を踏まえた指導計画を作成し、質の

高い幼児教育を推進します。 

○幼児教育の推進 

 幼稚園教諭の研修を充実させ、非認知能力の育成や

「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」を基に

した研究を進めます。 

○幼稚園と小学校との連携推進 

 幼保小の架け橋期の教育の充実を図るため、幼小連携

研修会を実施します。 

○就学時前の教育支援 

 ５歳児教育相談の開催及び村健康保健センターとの

連携により、幼児教育や就学に不安や悩みをもつ保護者

への支援を充実していきます。 

◆ 未来を切り拓いていくため
の確かな学力の育成 

○確かな学力の育成に向けた授業の質的向上 

 「ふくしまの授業スタンダード」の徹底により、授業の

質的向上を図ります。特に、算数・数学科における学力

向上の具体的な方策を立て、実践していきます。 

○教職員の研修機会の確保 

  教育的ニーズや課題に即した研修会を大学や教育機

関と連携して開催し、教員の授業力の向上を目指しま

す。 

○学力調査を活用したＰＤＣＡサイクルの確立 

 国（４月）県（５月）、村（１２月）の学習状況の調

査結果を分析し、課題の把握と指導改善に活用します。 

○ＩＣＴを活用した授業の実施・促進 

  児童生徒一人一人に配備されたタブレット等を効果

的に活用し、子どもたちが授業等においてＩＣＴを使

い、「個別最適な学び」ができるようにするとともに、

教室内外の他者と協働して自分の考えを発信したり、深

めたりするような「協働的な学び」を充実させます。 

◯AIドリルの活用 

  AIドリル「navima」を補充的・発展的な学習を行う場

面等において積極的に活用し、一人一人の学力向上を図

ります。 

○家庭との連携 

 「ふくしまの家庭学習スタンダード」の活用方法を各校

で共通実践し、家庭学習の習慣化、自己マネジメント力

の育成を図ります。 

 

重 点 

重 点 
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○小学校高学年児童、中学生英語検定への支援 

  小学生は年１回、中学生は年３回まで英検の受検費用

を補助し、児童・生徒の英語に対する関心や学習意識を

高め、学力向上を図ります。 

○民間塾講師を活用した学習機会の設定 

  小学６年生と中学校２・３年生を対象に、夏季休業、

冬季休業に合わせ民間塾講師による学習会を実施し、学

習内容の定着を図ります。 

○公営塾の開催 

  サマースクール、小中学生英会話教室、ステップアッ

プスクール等を開催し、児童生徒の交流を図るとともに

学習支援を行います。 

○ＳＤＧｓへの取組 

  地球的課題を解決するために、学校や個人で実践可能

な取組を進め、自分のよさや可能性を認識するととも

に、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様

な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊

かな人生を切り拓く、持続可能な社会の創り手の育成に

努めます。 

◆「愛村心を育むふるさと教育」
の推進 

○キャリア教育・体験学習の推進 

  地域連携全体計画を各校で作成し、伝統や文化、産業

等について体験的に学ぶ機会を設け、児童生徒一人一人

のキャリア発達を促進します。 

○総合的な学習の時間・道徳教育の充実 

地域連携担当教職員を中心として地域の「ひと・もの・

こと」に繰り返し関わる主体的な学習を推進するととも

に、道徳教育を充実させ、ふるさとを愛し、誇りに思う

児童生徒を育成します。 

○地域人材の積極的活用と地域貢献 

  「つなぐ教育学力向上部会」において学校と地域の連

携に関する情報を共有し、地域人材を積極的に活用する

とともに、児童生徒が地域の中で活動し地域貢献するよ

う計画していきます。 

○地域を知る学習の実施 

サマースクールを開催し、村内小学校５・６年生それぞ

れが一か所に集まった合同学習の機会を設けます。さら

に、ブリティシュヒルズでの異文化体験学習、ふるさと

学び教室の開催により、地域のよさを学ぶ機会を設定し

ます。 

◯子ども模擬議会の実施 

  天栄村の将来を担う子どもたちに、村政に関心をもっ

てもらい、自分の夢、希望を織り交ぜながら、村政に対

する要望や質問を発表する機会を設けます。 

◯愛村心を育む活動の実施 

  天栄村にゆかりのある様々な立場の方の講話を聴く

機会を設け、キャリア教育の充実に努めます。卒業式等

重 点 

重 点 

重 点 

重 点 

拡 充 
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の式典において、村民の歌「伸びゆく天栄」を歌唱し、

村民の一員として村を愛する意識を高めます。 

◯小中学生ふるさと夢未来応援事業の実施 

  村内小中学校のふるさと教育をさらに進化・推進する

ための支援を行うとともに、小中学生の将来の夢や希

望、取り組みたい仕事等、その未来の実現に向かう力を

養うことを目的とした各種事業を実施します。 
◆「英語の村てんえい」の推進 ○英語教育環境整備 

先進的な英語教育・活動の中心的役割と天栄村公立学校

職員の共通理解を図り、英会話の有効活用とＡＬＴとの連

携のあり方や、英語環境の整備や教師の英語研修等充実に

努めます。 

○ＡＬＴの計画的派遣 

  英語を聴き取り、自ら進んで話す能力を育むため、ＡＬ

Ｔの各校園への効果的な派遣やオンライン英会話レッス

ンの実施により、児童生徒一人一人が英語でアウトプット

する機会を保障し、英語に親しみ、聴く・話す・書く能

力を育成します。 

○授業の質的改善 

外部機関・団体との連携による教員研修会及び各校園で

の教育実践を実施します。 

教育課指導主事及び教育アドバイザーを積極的に活用

していただき、村教職員の授業改善に努めます。 

○英語を活用する場の設定 

  ブリティッシュヒルズの施設や環境を利用した学年の

発達段階に応じた体験学習プログラムを構築し、異文化体

験学習を推進します。 

◆つなぐ教育推進会議による
幼･小･中連携、本村の教育課
題に対応する教育実践の推進 

○共通実践事項の推進 

村内の教育課題を共有し、共通実践事項を検討・実践・

検証する機会を設け、幼・小・中の連携をより一層推進

します。学び続ける天栄の教師集団が児童生徒に予測困

難な社会を生き抜く力を身につけさせるために授業力

を磨きます。「つなぐ教育」の一環として村内幼小中学

校が連携して、研究を推進し、授業研究会を開催します

（６月１４日：湯本小 予定）。 

◯小小連携の推進 

  小学校の統合に向け、小学校の交流事業をさらに推進

していきます。（合同陸上練習・合同水泳学習・合同異

文化体験学習・合同森林環境学習） 

 

２ 豊かな心と健やかな体の育成 

施  策 主な取組 

◆豊かな情操や規範意識、社会
性を育む教育の推進 

○道徳教育の質的変換 
  ねらいに応じて問題解決学習や体験的学習等を取り
入れた道徳授業の実施により、自己の生き方について考
えを深める授業を実施します。 

○家庭や地域と連携した道徳教育の推進 

重 点 

重 点 

重 点 

新 規 

重 点 
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  家庭や地域に対する「天栄村７つの愛言葉」の周知及
び実践による道徳性を育む教育を推進します。 

○「思いやりを育む推進委員会」活動の充実 
天栄村青少年育成村民会議と教育委員会、学校、家庭、

地域が同じ思いを共有し、思いやりを育む推進活動を通し
て、いじめの防止啓発に努力します。 

○読書活動の推進 
 「天栄村子ども読書活動推進計画」に基づき、「文化の森て

んえい図書室」の活用と促進を図り、様々な企画をとおし
て子どもの読書習慣を育むとともに、読み聞かせ等の図書
ボランティアの育成に努めます。 

○図書教育環境の充実 
天栄中を拠点として全小学校に学校司書を配置し、学

校図書館教育及び図書館経営の充実を図ります。さら
に、図書システムより、情報を活用した学習活動・読書
活動を充実させていきます。 

◆不登校・いじめの防止 ○早期発見・早期対応 
  普段の児童生徒の様子から変化や変容を見逃さない
意識を持ち、教職員間で情報を共有して、組織的に対応
します。 

○校種間のなめらかな接続 
  小学６年生が参加するサマースクールとステップア
ップスクールの実施により、中１ギャップの解消を図り
ます。 

○総合的な不登校対策の推進 
  校内のチーム会議を開催するだけでなく、関係機関や
ＳＳＷやＳＣなどと連携したケース会議の開催により、
不登校の未然防止、早期対応を図るとともに、不登校児
童生徒の学校復帰を目指します。 

○「いじめ防止基本方針」に基づく関係会議の充実 
  いじめ問題対策連絡協議会・いじめ防止対策委員会
等、いじめ防止に関係する機関及び団体との連携を図
り、いじめ問題に関する施策を推進します。 

◆児童生徒の未来を拓くための
学習・生活支援 

○適応指導教室「ほっとルーム」の設置 
  長期欠席児童生徒の情緒的な安定を図り、学習機会の
確保や教育相談の実施による支援を行い、再び在籍校等に
登校できる環境を整えます。 

○給付型奨学金制度の創設 
  経済的理由により大学等への進学を断念することな
く、就学の機会を得られるように給付型の奨学金を支給
します。 

○通学バス利用者の費用全額補助 
  児童生徒が通学に利用するバス運賃の全額を補助し、
遠方より通う児童生徒の通学を支援します。 

◆「地域で共に学び、共に生きる
特別支援教育」の実現 

○特別支援教育教職員研修の実施 

  村主催による研修会を開催します。また、「切れ目の

ない支援体制整備事業」の「相談事業」と「研修支援」

を積極的に活用し、指導・支援の充実を図ります。 

○児童生徒一人一人の教育的ニーズに合わせた支援 

  個別の教育支援計画や個別の指導計画、教材教具を整

備し、個に応じた多様な学びが実現できるよう学習環境

を充実させます。また、支援員の配置により、教育支援

重 点 

新 規 

拡 充 
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体制を強化します。 

○早期からの就学支援・就学相談の充実 
  村健康保健センターやＳＳＷ、ＳＣ等の教育・福祉の
連携を生かし、早期からの就学支援・就学相談の充実を
図ります。 

◆健康の保持増進 ○感染症拡大防止 
  基本的な感染症予防対策を図り、インフルエンザ等の
拡大防止の徹底に努めます。 

○学校保健の充実 
  地域学校保健委員会を開催し、村共通の健康課題につ
いて協議し、共通実践事項の決定、実践、検証を行いま
す。 

○歯科指導の推進 
  むし歯治癒率・治療率を向上させるよう、計画的な歯
科指導を実施します。 

○食に関する指導の充実 
  栄養技師と連携した食に関する指導の推進及び朝食
欠食の解消に努めます。 

 
○給食費全額補助の実施 
  小中学校の給食費の全額を村が負担します。給食費に
係る保護者等の負担を軽減しつつ、栄養面に配慮したお
いしい給食を提供します。 

○学校給食の充実 
ブランド米である天栄米と地元野菜を生かした給食

を提供し、地産地消の推進を図ります。村内幼・小・中
学校すべてにおいて村給食センターにて調理、配食しま
す。 

◆体力の向上と学校体育活動の
推進 

○学校体育の充実 
  ＩＣＴ機器も効果的に活用し、一人一人が自己の課題
把握や目標設定をしっかりと行い、自己の伸びを実感で
きる体育授業を展開します。外部講師を活用した体育授
業の実施や「運動身体づくりプログラム」の効果的な実
施により、どんな運動に出合っても動くことのできる体
づくりを推進します。 

○体力向上の取組の推進 
  体力と運動習慣等の調査結果、日々の児童生徒の状況
把握を基に、運動する機会の意図的設定と運動能力向上
を図る体育活動を実施します。 

○「体育手帳」の活用推進 
 「自分手帳」への体力テストや身体計測等の結果を累積
し、自己の体力の状況を理解し、生涯に渡って運動に親
しむ資質や能力を育成します。 

○運動部活動の充実 
 「天栄村運動部活動の指針」を基に、計画的な運営を推
進します。また、部活動の地域移行に向け、外部指導者
を配置し、運動部活動の充実を図ります。 

 

３ 学校・家庭・地域の連携による学校教育の推進 

施  策 主な取組 

◆学校の組織運営の改善と地域 ○学校運営協議会の充実 

重 点 

重 点 

重 点 
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の核となる学校づくり   健全な子どもの育成、活力ある学校、地域の活性化に

向け、学校・家庭・地域が協働して学校運営の改善、充

実が図れるよう学校運営協議会による学校訪問、協議会

を開催します。それぞれの学校のもつ伝統や特色を生か

した学校経営や教育活動の展開を支援します。 

○地域学校協働活動の充実 

  地域コーディネーターや地域連携担当教職員が中心

となり、学校や地域からの要請に応じた地域人材等の派

遣及び地域に関わる児童生徒の教育的活動を推進し、地

域のコミュニティの核となる学校づくりを目指します。 

◆信頼される教職員の育成 ○服務倫理に係る研修の充実 

 「信頼される学校づくりを職場の力で」を基にした服務

倫理委員会等の定期開催による不祥事根絶に向けた研

修や取組を推進します。 

○教員の資質・能力の向上 

  教職員人事評価制度や研修受講履歴記録システム等

により、教職員の資質・能力の向上を図ります。 

◆子どもたちの安全・安心を保

障する教育活動の実施と支援

体制の確立 

○一斉引き渡し訓練の実施 

  村防災計画に則り、土砂災害危険区域、洪水被害危険

区域、防災マニュアル等について、地域や家庭への周知

を図るとともに、幼・小・中や関係機関及び家庭・地域

を巻き込んだ一斉引き渡し訓練を実施することで、防災

マニュアルの実効性を高めます。 

○学校安全体制の充実 

  こども１１０番の家、スクールガードリーダーなど、

学校・家庭・地域が一体となった、地域ぐるみの安全体

制の充実に努めます。 

◆学校の英語力向上に向けた支

援 

○つなぐ英語教育推進事業の展開 

  大学や大学サークル等と連携した英語教育を開催し、

児童生徒の学習の成果を発揮したり、外国文化に触れた

りする機会を設定します。 

○英会話教室の開講 

 「大人の英会話教室」「親と幼児の英会話教室」「子ども

の英会話教室」を開催し、英語学習を通したコミュニケ

ーション力を高めます。 
◆家庭の教育力向上に向けた支
援 

○メディアコントロールの実施 

 「つなぐ教育学校・家庭・地域連携部会」によるメディ

アコントロールの取組推進と取組状況の検証を行い、親

子、家庭でメディアの適切な利用について考える機会を

設けます。 

◆学校・家庭・地域が協力する教
育体制の整備 

○放課後子ども教室の推進 

  地域住民の参画を得ながら、放課後子ども教室を実施

し、子どもたちの居場所づくりや交流・学習支援の充実

を図ります。 

○学校応援団などの推進 

  地域住民による「学校応援団（人材バンク）」の組織

づくりを推進します。 
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４ 生涯学習の推進 

施  策 主な取組 

◆村民のニーズに応える生涯学
習の支援 

○生涯学習推進体制の充実 

「村民一人１学習 １ボランティア １スポーツ」の実

現を目指し、生涯学習に関する各課、関係機関、諸団体

との連携を進め、生涯学習推進体制の充実を図ります。 

○てんえい村民学校応援団活動の充実・推進 

  天栄人材バンクを再整備し、人材の活用を促進した生

涯学習係連携事業を推進します。てんえい村民学校応援

団（地域学校協働本部事業の推進）を核として地域の住

民による天栄の教育の方向性を確認し、学校･家庭･地域

が一体となった確かな天栄の教育を展開します。 

○文化とスポーツの振興 

文化・スポーツ諸団体育成と活動の充実・強化を図

り、村民による文化・芸術の成果を発表する機会を増

やし、郷土愛に満ちた村民の交流と学習に努めます。

また、村民に研修の機会を与え、学びの深化を図ると

ともに学びの和を広げ、文化祭等での展示や発表につ

なげます。 

○スポーツ少年団と連携 

子どもの運動不足解消に努めるとともに中学校部活動

との連携を図ります。 

○児童生徒の体験学習の推進 

  大学や諸団体等と連携し、学校や家庭では体験できな

い学習事業を実施します。 

○講座・教室の充実 

  村民のニーズに対応する各種講座を開設し、村民 

の生涯学習を促進します。 
◆子どもの学習機会の確保、安
全・安心な環境の整備・充実 

○放課後子ども総合プランの実現 

  放課後子ども教室と児童クラブの連携を図り、子ども

の安全・安心な生活環境を整備します。 

○読書活動の推進 

「第三次天栄村子ども読書活動推進計画」に基づく読書

活動の推進を図ります。「文化の森てんえい図書室」の

活用と促進を図り、子ども読書推進事業をとおして子ど

もの読書習慣を育むとともに、読み聞かせ等の図書ボラ

ンティアの育成に努めます。 
◆生涯学習施設の整備・充実 ○生涯学習センター・公民館の整備・充実 

  村民の生涯学習の中心となる場として、安全・安心な

施設運営に努め、村民の利便性を図ります。また、社会

教育での学校施設の利用の充実を図り、活動の輪を更に

広げ、施設活用を促進します。 
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５ 郷土の歴史・文化の継承と活用 

施  策 主な取組 

◆天栄村の歴史・文化の保存・継
承と活用 

○文化財の活用 

  指定文化財の所有者・管理者等が行う保存修理や管

理事業等を補助し、文化財が適切に将来へ継承するよ

う図るとともに、出土文化財や史跡等の公開機会を設

け活用を推進します。 

○文化財の保存 

  文化財の確認調査、発掘調査等を実施し、文化財の

適切な保護・保存を行います。 
◆村民が行う文化芸術活動の支
援 

○子どもの文化・芸術活動の推進 

  子どもの文化・芸術活動の内容充実を図り、文化並び

に芸術体験を推進します。 

○大人の文化・芸術活動の推進 

  村内の文化団体などに対する事業協力や支援を図り、

成果等を発表する機会を設けます。 

○研修機会の確保 

村民に研修の機会を与え、学びの深化を図るとともに

学びの和を広げ、文化祭等での展示や発表につなげま

す。 

 

６ スポーツ・レクリエーションの推進 

施  策 主な取組 

◆スポーツ・レクリエーション
に親しめる環境整備 

○スポーツ・レクリエーション施設の整備・充実 

  村所有のスポーツ・レクリエーション施設の環境整

備に努め、村民が積極的且つ安全に活動を行える場を

提供します。 

○指導者の育成・確保 

天栄村体育協会との連携を図り、スポーツ指導者の

育成や発掘に努めます。地域学校協働本部事業によ

り、地域の人材バンクを確立し、ボランティアの育成

を図るとともにリーダー育成のための、研修会の機会

の確保に努めます。 
◆スポーツ・レクリエーション
を通じた健康・ふれあいづく
りの推進 

○村民の健康づくりとふれあいの機会の創出 

  村民の健康意識を高める場を設け、村民の健康増進と

ふれあいの機会を創出します。 

○スポーツ教室・イベント開催 

天栄村体育協会と連携し「生涯スポーツフェスティバ

ル」等のスポーツイベントの開催により、子どもから大

人まで全ての世代がスポーツに触れる機会を創出し、村

民の健康増進や生涯スポーツの推進を図ります。 
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